
おとなのAI講座　第2回

Gemini Notebook で、

調べて5つの

成果物をつくる

資料を集めて、確かめて、作り替える

おうちで復習テキスト

このテキストの中身

はじめに：Gemini Notebook は、資料をもとに答えるAI

その1　ノートブックを作る

その2　情報源を集める

その3　出典つきで聞く

その4　音声とレポートに作り替える

その5　スライド・クイズ・図に作り替える

その6　まとめ：約束・できたかなチェック

教室でやった順番のまま書いてあります。

パソコンの前で、1つずつ一緒にやってみてください。

スマホ教室TERACO（てらこ）

運営　TERACO.LABO

このテキストは、Google の公式ヘルプと、講師が実際の画面で確かめ

た内容（2026年10月5日）にもとづいています。AIのサービスは、画面や

無料で使える量がよく変わります。

公式LINE

（TERACO.LABO）

第2回の

頼み方テンプレート
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はじめに

Gemini Notebook は、資料をもとに答えるAI

前回の約束は「AIの答えは、人が確かめて判断する」でした。Gemini Notebook（ジェミニ・ノー

トブック）は、自分で入れた資料（情報源）からしか答えません。だから作り話が起きにくく、答え

の番号から元の資料をすぐ確かめられます。ただしゼロではないので、最後に確かめて決める

のは人です。

画面の場所 やること

左「ソース」 資料を集める（ウェブで探して、3〜5件を取り込む）

真ん中「チャット」 資料をもとに聞く（答えに出典の番号。押すと元の資料へ）

右「Studio」 5つに作り替える（音声解説・レポート・スライド資料・クイズ・マインドマップ）

前の名前は NotebookLM

2026年7月に、NotebookLM（ノートブックエルエム）から名前が変わりました。

notebooklm.google.com と打っても、同じ画面に移ります。

無料で使える量には上限があります

たくさん作ると、英語で「You're getting close to your AI usage limit.（上限に近づいています）」と出

ることがあります。こわれたわけではありません。5時間ほどで戻ります。作ったものは消えません。

確認：Gemini Notebook の公式ヘルプ（support.google.com）と実際の画面（2026年10月5日）

その1　ノートブックを作る

資料を入れておく、自分のノートを1冊

1 Chrome のアドレス欄に「notebook.google.com」と入れて、Enter
Gemini と同じ Google アカウントで使えます

2 「最近のノートブック」のいちばん左「＋ 新しいノートブック」
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3 案内の窓が出たら、右上の「×」
はじめてのときだけ出ます

こうなればOK　左に「ソース」、右に「Studio」の、3つに分かれた画面

画面がせまいとき

上に「ソース」「チャット」「Studio」のタブが並ぶ形になります。タブを押して切り替えれば、同じことがで

きます。

その2　情報源を集める

自分の言葉で検索して、3〜5件

1 新しいタブで、てらこ図書館の「第2回の頼み方テンプレートを作る」→「① 調べる言葉を決

める」

2 「生活の例」で書き方を見る →「ぜんぶ消す」→ 自分の言葉で4つの欄に書く
調べたいこと・場所や範囲・誰のために・大事にしたいこと。市町村名を入れると良い資料が出ます

3 「プロンプトを作る」→「全文コピー」

4つの欄が、検索に使う1行の言葉にまとまります

4 Notebook の左「ウェブで新しいソースを検索」の欄に貼って、Enter
「ウェブ」「Fast Research」はそのまま。25秒ほどで「高速リサーチが完了しました！」

5 「その他◯件のソース」→「すべて選択」を外す → 使う資料だけにチェック → 「インポート」
押すのは右の四角だけ。名前を押すとそのページが開きます

こうなればOK　左に、選んだ資料が並ぶ

どんな資料を選ぶ？

公式のページ 県・市・施設そのもののページがいちばん。Wikipedia（ウィキペディア）は誰でも書け

るので参考くらいに

新しい情報 料金や営業日は変わります

3〜5件で十分 多いほど良いわけではありません
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6 題名が英語になったら：上の題名を押す → すばやく3回押して全部選ぶ → 日本語で打つ

→ Enter

その3　出典つきで聞く

集めた資料だけを使って、比べてもらう

1 図書館の「② 出典つきで比べて聞く」→ 例を見る →「ぜんぶ消す」→ 自分の言葉で → 確認

→「全文コピー」

「情報源に書いていないことは『情報源にはない』と書く」という約束が入っています

2 真ん中の下の入力欄に貼って、送る

30秒ほどで表の答えが出ます。表の中に「<br>」という記号が出ても気にしなくて大丈夫

3 答えの中の小さな番号を押す

こうなればOK　左に元の資料が開き、その部分に色が付く

これが「出典」

答えのどこが、どの資料のどこから来たかが分かります。前回の「確かめた方がよいこと」は、ここで確

かめられます。左上の「ソース」を押すと、資料の一覧に戻ります。

その4　音声とレポートに作り替える

自分の言葉で注文する

1 図書館の「③ 作り替えの注文を書く」→ 誰が・どこで使う・何を大事に・言葉づかい を自分の

言葉で →「全文コピー」

2 Studio の「音声解説」の右端の「＞」
窓が出るまで1〜2秒かかります。何度も押さない
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3 「このエピソードで AI ホストが焦点を当てるべきこと」に貼る → 長さ「短め」→「生成」

こうなればOK　「音声解説を生成しています...」と出る

4 待つ間に「レポート」→ 形式「ドキュメント」→「独自に作成」→ 内容の欄に同じ注文を貼る

→「生成」

音声解説は数分かかります（教室で試したときは約6分）。レポートは同じ時間に作れます

5 できたら、Studio の下の題名の横の ▶ で聞く
2人のAIが、集めた資料について会話する形です。レポートは題名を押すと読めます

その5　スライド・クイズ・図に作り替える

見せる形、確かめる形、つながりの形

作るもの 押すところ

スライド資料 右端の「＞」→ 長さ「短め」→（説明の欄に③の注文を貼ってもよい）→「生成」。いちば

ん時間がかかります

クイズ 「クイズ」→ 質問の数「少なめ」→「生成」。1分ほど

マインドマップ 「マインドマップ」→「生成」。20秒ほど

全部できなくても大丈夫

1つでもできれば OK。残りは家でやってみましょう。上限の知らせが出たら、5時間ほど待ちます。
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その6　まとめ

約束・できたかなチェック

いちばん使えるものを、1つ選ぶ

音声解説 移動中や家事の「ながら」に聞く

レポート 1枚にまとめて家族に見せる

スライド資料 人前で説明する（PDF や PowerPoint で保存できます）

クイズ 覚えたことを確かめる

マインドマップ 全体のつながりを見る

調べるときの、3つの約束

資料は公式のペー

ジを中心に

県・市・施設そのもののページ。新しい情報か

人に知られて困る

資料は入れない

名前・住所が書かれた書類、人から預かった資料

確かめてから人に

見せる

料金・日時は公式のページで。「AIで作りました」と添える

うまくいかないとき

こまったこと こうする

英語の帯が出た 上限に近い知らせ。5時間ほどで戻る。作ったものは消えない

「生成できませんで

した」と出た

「削除」を押して、ほかの成果物へ。時間をおいてもう一度試す

いつまでも「生成し

ています」

音声解説・スライド資料は数分かかる。閉じずに待つか、あとで開き直す

候補の名前を押し

たら別のタブが開

いた

そのタブを閉じる。押すのは右の四角

前に作ったノート

ブックはどこ？

notebook.google.com の「最近のノートブック」

できたかなチェック

自分の言葉で検索して、資料を3〜5件取り込めた

答えの番号を押して、元の資料を見られた

自分の言葉で注文して、音声解説かレポートを作れた
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5つの中から、いちばん使えるものを1つ選んだ

次回（第3回）　AI画像で、伝わる一枚をつくる。今日まとめた内容を、人に伝わる案内の画像にします（ChatGPT で）。


